
「１１月度ナルクみのお運営委員会 議事録 

日時・出席者                     作成 2021年 11月 15日 

・日時：令和３年１１月１１日１３時３０分～１５時３０分 

・出席者：稲井，原、内，横山，打越，中田，赤井，黒田，山里、岩崎，山口，谷口 

・場所：箕面市民活動センター・多目的室② 

 

審議事項 

 ＊１月に入ると来年度の事業計画についての検討に入るので，今期後半の施策展開を

含めて成果・課題を整理したい。 

  １.「前半のナルク事業展開の課題について」 

イ「知って得するナルク講座」の評価と課題 

１.成果：会員３０名＋会員外６名，まずまずの成果であった。 

２.時期：前期は総会などで慌ただしく，第４四半期は慌ただしく良い時期 

３.内容：会員がナルクを適格に理解する機会が少なく，有意義であった。 

４.広報：「制作班」の設置によるポスター制作など幅広い広報であった。 

５.動員：にも拘わらず，動員の難しさは今後とも課題 

ロ「ＮＰＯフェスタの課題について」 

     動画制作など例年に無い企画，ブース来会者４７名・バザー2000円と 

    まずまずの成果。「ナルクって，こんなＮＰＯなんだ。」との来会者の声もあり， 

    今回の成果であり，広報面の課題を呈した。 

ハ「高齢者疑似体験の実施について」 

  10月度運営委員会における決定に沿って，講義中心一部は密接にならない 

 実技体験を次の日程で 

     ・１１月 8日（月）第二中学校で，コロナ禍における簡略版で実施。今後， 

     ・１１月 24日（水）萱野小学校  ・１２月 2日（木）第五中学校 

・  １月 26日（水）南小学校   ・ ２月 ４日（金）萱野東小学校 

ニ「ホームペイジなど広報について」 

  代表など限られた会員に依存する運営から，今後，出来る要員増を図る 

 ホ「各ブロック会」 

     東ブロックは，会報に掲載の通り，11月 28日（日）に開催 

へ「その他の事業について」 

 １．事務所当番（後半どうするか？） 

      本年度については実施せず，今後の運営の中で必要性を考えることとした。 

   ２.ご近所クリーンウオーク 

      今後の地球環境問題への貢献，会員のフレール対策面で重要な事業 

３．ラジオ体操  

４．太極拳 

      いずれも，会員の交流・フレール対策に有効であるに加えて，屋外活動の 

     ため新入会員確保に有効である。 

５．歌声ひろば 

      喉を使い，リズムに乗り，誤嚥性肺炎防止に極めて有効，会員交流にも 



 ６.ふれあい広場 

            降雨でも実施可能な活動であり，フレール対策・会員交流に有意義 

７.ゆっくりハイキング 

     以上の活動に加え，自然に触れる活動であり，より有効な効果を期待。 

 これらの議論に先立ち，稲井代表から「開催回数・参加者数」の紹介あり 

 

２ 「その他審議事項」 

   １．一斉メールに関するアンケート用紙の配布と回収について 

    内事務局長から別紙に基づき，内容の説明と次月のアンケート回収につ 

    いて協力の要請があった。 

  ２．ミニ交流会の実施要領の確認と活動要請について（事務局長） 

    ブロック長への連絡（メール、電話等、企画書不要）清算方法（会計、 

    事務局長の検印要）の説明と実施促進要請あり。 

３．内委員からポプラボランティアサポート開始について説明有り。 

    開始メニューは「手芸」「食器洗い」「業務終了後のテーブル等の消毒 

    拭き」詳細はとりまとめの上一斉メールにて発信する。 

  ４．ボランテイア連絡会：新春茶話会（2022年２月 19日（土）   

      ・参加お願い：恒例によりナルクからの参加をお願いする 

・出し物：ボラ連内で，このような分野に詳しい会員のご意向を優先する。 

５．ミニぶらナルク：阪大箕面キャンパス＆箕面市図書館実施について 

  谷口委員より文書による提案あり，時期を見て運営委員で体験することと 

  した。 

６．来年の恒例新年会の実施の是非について稲井代表から打診があり、多数決  

  により実施しない事となった。 

    ３.「地域共生社会シンポジウム」（箕面市社協創設６０周年記念）12月 11日（土） 

     ・この式典で稲井様への感謝状授与が決定している。席上，リーフレットの

配布あり。 

     ・15日（月）のふれあい広場で，全会員への呼びかけを行うこととした。 

      （企画担当：谷口） 

                                      ―以 上― 


